保育内容演習ⅠⅡを通した学生の主体的な学びの形成に資する保育者養成プログラムの構築(5) : 2年間の取り組みによる成果と今後の課題 by 小山 優子 et al.
  
 
保育内容演習ⅠⅡを通した学生の主体的な学びの形成に 
資する保育者養成プログラムの構築(5) 
—2 年間の取り組みによる成果と今後の課題— 
Construction of nursery teacher training program for developing students’ 
active learning through the childcare contents seminarⅠⅡ(5): Efforts 
and improvements of educational methods for 2 years 
 
小山優子 梶谷朱美 渡邉寛智 小林美沙子 
（保育教育学科）（保育学科）（保育学科）（保育学科） 
 
キーワード：教育方法、達成感、仲間意識の醸成、自己の成長、協働性  
 
1．はじめに 
平成 30 年度より短期大学部保育学科は「保育内容演習Ⅰ・Ⅱ」の授業を新
設し、学生に主体的に考え実践する力を養い、保育者としての力量を高める
カリキュラムの開発に取り組んできた。この授業は保育者に必要とされる自
主的に行動する力や子どもの行動や反応を予想して保育を展開する思考力、
保育者間で物事を進める際に連携・協働する力などを身につけることを目的
とした新たなアクティブ・ラーニング型の授業科目であり、実践力を身につ
けるための効果的な教育プログラムの構築を目標に授業実践を行ってきた。
初年度は 10 月の大学祭での子どもの遊び場ブースの実施と 1 月末の学内での
学生主導の発表会の 2 つの実施を目指し、指導する教員も学生もゴールのイ
メージがつかめないまま一生懸命に準備や練習を重ねて発表を行った 1)。2
年目は昨年度と同様に、10 月の大学祭での子どもの遊び場ブースの実施と昨
年度と時期を 1 か月前倒しして 12 月末の学内での学生主導の発表会の 2 つを
実施した。2 年目の授業は前年度にこの授業を経験した先輩学生がおり、そ
の学生による試行的な取り組みを行ったこと、前年度の活動を踏まえて教員
も学生も見通しを持って進められたことなど、効果的な学生指導の方法もあ
る程度確立できてきた。このように 2 年目の実践が「保育内容演習Ⅰ・Ⅱ」
のカリキュラムデザインとして一定の完成形に近づいたことから、本稿では
2 年目の実践内容を踏まえ、どのような教育方法を実施することが学生の保
育者としての力量を高めることにつながるのかを分析する。その際、他大学
で行われている様々な総合表現活動の授業や活動内容を参考にしながら、本
学の保育者養成プログラムにはどのような教育方法上の特徴があり、その方
法が学生のどのような力を育成することにつながるのかを考察することを研
究の目的とする。 
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2．研究方法 
1)方法 
全国の保育者養成校では、保育者としての表現力や実践力を高めるために
表現演習活動を授業の一環として取り入れている大学が多い。例えば、島根
県立大学(旧島根県立大学短期大学部)では 1.2 年生 91 人が歌や影絵・劇など
の内容を島根県民会館で地域の子どもや保護者を対象として発表したり 2)、
環太平洋大学短期大学部では 1.2 年生 91 人が歌や合奏、オペレッタ、ブラッ
クライトシアター、劇などの内容を宇和島市立南予文化会館で 11 園 370 名の
園児に発表したり 3)、山梨県立大学では 4 年生 22 名が 40 分程度の歌や劇、
ダンスを融合した創作オペレッタを 4 年間の学びを総括するものとして地域
の園児 200 名を学内講堂に招いて発表したり 4)、東京女子体育大学短期大学
部では 2 年生の卒業制作として学生による創作音楽劇を「創作オペレッタ発
表会」として立川市市民会館大ホールで発表する 5)など、大学の伝統的な取
り組みとして地域の子どもたちに発表する活動が行われている。また地域に
公開しない形でも、保育者養成の保育内容「表現」「言葉」などの授業におい
てオペレッタの実践を取り入れている大学 6)も複数ある。これらの授業から
言えることは、同じ保育者養成のプログラムであっても発表内容や取り組む
学年、取り組む期間、教育目標や教育方法が違うため、授業を通して学生が
身につける力も異なっている。本研究では、本学が 2 年間取り組んできた授
業における教育方法と学生が身につける力との関係を分析しながら、本学の
教育プログラムの特徴を他大学の実践と比較しながら考察する。 
2)研究上の倫理的配慮 
本研究において使用する学生の写真やレポートなどの記録物については当
該学生から紙面にて掲載許諾を得ている。なお、学生の学びの記録は原文で
はなく、個人が特定できないよう抜粋し内容をまとめたものである。 
 
3．「保育内容演習Ⅰ・Ⅱ」の目的と目標 
1)授業の目的 
「保育内容演習Ⅰ・Ⅱ」の授業は、保育士養成・幼稚園教諭養成の専門科
目である「保育内容の指導法」「保育総合科目」に位置づく科目であり、短大
保育学科の 1 年生が年間を通じて学修する必修科目として設置した。この授
業は、保育内容の 5 領域の内容を総合的に取り入れた幼児向けの表現活動を
計画・実践するとともに、幼児への適切な指導法の理解を目的とする。保育
内容の 5 領域を統合した活動、すなわち子どもたちが遊んだり製作活動がで
きる遊び場コーナーを大学祭で計画・準備・運営したり、地域の子どもや保
護者を学内に招いて、歌やオペレッタ、クイズ・手遊びやパネルシアター、
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人形劇や劇などの表現活動を創作し、学生が発表会を行う授業を構想した。 
2)授業の目標および学生が身につけるべきねらい 
①幼児の表現活動の具体的な内容を理解し、幼児の発達過程に合わせた活動
内容を知る。 
②幼児にふさわしい教材を多方面から研究し、学生間で話し合いながら幼児
向けの活動を計画する。 
③幼児が楽しめる活動案を考え、学生間で協力して発表までの準備を行う。 
④幼児が楽しめる活動案を具体化し、リハーサルを繰り返しながら学生間で
計画案を改善する。 
⑤実際に表現活動の発表を行い、その活動について省察・評価する過程で幼
児への指導法を習得する。  
 
4．カリキュラム上の工夫と学生への指導方法 
1)2 年間の授業の教育方法上の工夫と特徴 
 12 月末に 2 時間程度の学生主体の発表形式のプログラムを学内で実施する
ため、4～5 月に学生にどのような内容の発表をしたいかを考える課題を出
し、学生個人がその案を学生全体の前で発表した。その発表案をもとに所属
したいパートを学生間で話し合って決定し、そのパート単位でパートリーダ
ーを中心に題材の決定、台本作り、背景や小道具などの作成、発表練習を重
ねた。また全授業のうち、春学期 3 コマ、秋学期 3 コマの計 6 コマを使い、
キッズランドの計画・準備を行い、大学祭当日に遊びコーナーの実施とふり
返りをした。授業以外では、授業時間外の自主活動の時間に教員や保育学科
2 年生から指導・助言を受けたり、学生全体でリハーサルをくり返し行うこ
とで、各パートの内容の改善を図った。2 年間の授業の特徴的な教育方法は
以下の点である。 
(1)キッズシアターや類似の発表内容の参考例をビデオや実際に見る 
 キッズシアターの発表内容を学生が考える際、初回と 2 回目の授業の中で
過去の中・四国保育学生研究大会で発表された他大学の劇やオペレッタなど
の表現活動を見たり、昨年度にキッズシアターを経験した 2 年生に各パート
の発表を短縮版で実際の舞台と同じように発表してもらった。これにより所
属したいパートへの意欲が沸くようにし、発表内容やテーマをイメージしや
すくしながら学生の希望によりパート配属を決定した。また 11 月には中・四
国保育学生研究大会に 25 名の学生が参加し、他大学の類似実践を実際に見学
することで自分たちの取り組み内容を見直すヒントが得られるようにした。 
(2)学生個人で子どもの遊びの活動や発表内容を調べ、発表する 
 授業の 1～3 回目の中で、学生が個別に大学図書館やおはなしレストランラ
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イブラリーで調べ、キッズランドで行う子どもの遊びや工作などの教材研究
を行ったり、キッズシアターで発表する子ども向けの歌や手遊び・クイズ、
人形劇、パネルシアター、オペレッタ、劇の題材を調べたりし、学生全員の
前で 1 人ずつ発表した。 
(3)パート別にグループ活動をし、調べたり話し合いながら内容を改善する 
 パート決定後は各パート別に発表の題材や内容、テーマ、子どもたちに伝
えたいことなどを図書館やインターネットで探したり、議論したりしながら
題材選びを行った。また授業時間や自主活動の時間を使って発表に必要な台
本作り、背景や小道具などを製作し、練習をくり返しながら発表内容を改善
した。キッズランドでは、子どもたちが楽しめる遊びや工作ができる活動に
なるように活動内容を工夫し話し合った。 
(4)授業の最初に全員で発声練習をする 
 キッズシアターでは学生全員が舞台で発表するため、各授業の最初の 15 分
程度の時間を使って発声練習を学生全員で行った。パート配属が決定した後
の 5 回目の授業に 2 年生に授業に来てもらい、発声練習の方法を教わった。
その後はパートリーダーが交替でリーダーシップをとりながら、歌の発声練
習とセリフの発声練習、早口言葉や言葉あそびなどの練習を毎回行い、12 月
の発表まで声量や声質の向上を目指した。 
(5)子どもに適した児童文化財を適切に取り扱い、探したり表現する 
 パート内で各自がどのような内容をしたいのかの案を出し合い、子どもに
分かりやすく、楽しさやおもしろさ、その題材のよさが伝わるような教材や
発達を考慮した題材を選べるようにした。特に、日本や外国の昔話や童話、
日本や外国の創作絵本を参考にし、歌やオペレッタ、手遊びやクイズ、人形
劇、パネルシアター、劇などの表現方法と合う題材を見つけ、パートの発表
内容を決定していった。 
(6)各パートで異なる表現方法の 10～20 分程度の発表内容を考える 
 キッズシアターの各パートの 1 つの題材は 10～20 分程度の内容とし、子ど
もの発達過程を踏まえ子どもが夢中になって楽しむことのできる活動案を学
生が主体となって考えるようにした。また、視覚・聴覚的にも工夫した歌や
ダンスや遊び、表現、演劇などを考え、できるだけ学生の一方的な発表にな
らないように子どもに問いかけたりするなど、子ども参加型の発表内容を目
指した。 
(7)遊び環境を準備したり、背景や小道具などの物づくりをする 
 キッズランドで子どもたちが遊んだり製作できるよう、遊具を作ったり材
料の準備をした。キッズシアターでは、各パートの発表内容がしっかり伝わ
るよう、背景や小道具、衣装などの物作りや音響効果などの工夫を行った。 
88
  
 
(8)学生全体でリハーサルをし、他者評価しながら発表内容の水準を上げる 
 学生全員で授業の節目に各パート別でリハーサルを行った。発表者以外の
学生は子どもの視点になり感想や改善点をコメント用紙に記入し、発表内容
をフィードバックできるようにした。他学生や教員からのよい点や改善点な
どの評価を自分たちなりに受け止め、改善につなげるようにした。 
(9)リハーサル終了後にパート別に学生が個別で自己評価を行う 
 リハーサル終了後に、各パートで前に出てきて、自分の発表について気づ
いたことや反省点などの自評を発表し、学生全体の前でも自分の考えを発表
できるように、リハーサルごとに自評の機会をくり返し設けた。 
(10)授業後や活動の節目に学びの過程をふり返りながら文章で記述する 
グループ内外での活動や発表のリハーサルなどを通して、自分の考えや意
見を文章に書いてまとめたりする。毎回の授業や活動の節目、15 回の授業の
終わりで、学生が学んだことや身につけたことをふり返り、ワークシートに
記入したり、文章にまとめたりしながら記述する力や自己省察する力がつく
ように課題を出した。 
(11)子どもの発達を踏まえて活動や内容を工夫したり伝わりやすく改善する 
 キッズランドで子どもたちが興味・関心を持つ遊びや製作物を調べ、工夫
した。キッズシアターでは参加する子どもの年齢層を考慮し、子どもたちに
理解できるセリフや内容、台本の展開や表現方法を試すことを繰り返した。 
(12)3 役・パートリーダーを中心に学生全体で組織的に活動する 
 キッズランドの遊びコーナーやキッズシアターの発表内容の具体的題材を
決める際にはパートリーダーが全員集まり、発表する内容が重複したり類似
しないようにお互い調整し、題材を決定した。またパート活動はパートリー
ダーを中心に進め、キッズランドやキッズシアター全体の準備・運営は 3 役
とパートリーダーがとりまとめ、組織的に学生間で協力・協同して活動を進
めた。 
 
5．本カリキュラムの実施による 2 年間の学生の学びの成果 
前年度と今年度の学生の学びのレポートから、学生が特に 1 年間の授業を
通して身につけたことを以下にまとめる。 
1) 学生の成長と学びの成果 
(1)やる気や意欲、自主性・自発性・主体性の育成 
学びのレポートには、先輩の昨年度のキッズシアターの発表を見て「圧倒
された、楽しかった、すごいと思った、ワクワクした、感動した、きれいで
引き込まれた、できるか不安になったり自信がなくなったが、やりたい気持
ちになった」などと自分の興味のあるパートやキッズシアター自体をしたい
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という意欲が多数書かれていた。またパート選びの際、「人前で発表するのが
苦手だから、克服したい、自分の殻を破りたい、今までは人に流されて従う
だけだったが、パートは自分の意思で決めたいと思った、自分を変えるチャ
ンスだと思った、私もがんばりたい、先輩たちのような素晴らしいステージ
を作りたい」などの感想が半数ほどあり、高校までの私とは違う自分を目指
したい、いいものを自分たちも作りたいという思いを書いた学生が多数見ら
れた。 
(2)コミュニケーション力の育成 
 パート活動において、最初は親しくない学生同士のグループもあり、同じ
パートでやっていけるのかと不安に思う気持ちや、自己主張が苦手だという
学生がおり、最初は意見を言う人が決まっていたり、沈黙が続いたりなどの
状況があった。しかし、パート活動を重ねる中で少しずつ自己主張できるよ
うになってきたという学生や、議論を重ねていく中で中身がよりよいものに
なる建設的な意見も言えるようになったという学生も多くいた。 
(3)児童文化財を選択・工夫・伝達する力 
「題材や物語と向き合い、何度も絵本や原作を読み直すことで、その物語
の良さや内容の深さに触れることができるようになった」「オリジナルのスト
ーリーを設定する際に、一人一人のキャラクターに個性を与えることで、子
どもたちにわかりやすくストーリーを伝えることができることを学んだ」「パ
ートでこの活動を通して何を子どもたちに伝えたいのか、ねらいをはっきり
させてから練習や発表をしなければならないことを学んだ」など、子どもの
側から発表がどう見えるのかを考慮しながらの題材の選択方法や伝え方の工
夫を学んだことがうかがえた。 
(4)裏方の製作・準備をする知識・技術の習得 
「子どもたちは何ができ、何を楽しんで遊んだり製作したりするのかを考
えながら材料や遊び場の準備をした」「子どもたちが理解したり場面をより体
感しやすいような背景、舞台、小道具、音響効果などを工夫することの重要
性を知った」「全員が表舞台に出つつ裏の準備・計画も経験することができ
た」など、材料の購入、準備や製作など、遊びや舞台を支える裏方の仕事の
重要性とそれを実行するための知識や技能を身につけたことがうかがえた。 
(5)改善する力、思考力、問題解決能力の育成 
「他のパートの発表を見てコメントを書くときに、最初は簡単な感想しか
書けなかったが、徐々に具体的なアドバイスが書けるようになった」「リハー
サルをくり返す中で自分たちの内容の改善点に気づき、他学生や教員からの
コメントによりよく改善するポイントが分かった」など、多くの学びや気づ
き、多面的に物事を考える力が身についていることがうかがえた。 
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(6)表現する楽しさを体感する、多様な表現力の習得 
「人前に出て恥ずかしいと思わずに表現できるようになった、体を使って
表現・発表することの楽しさや自分がまず楽しむことの重要性を知った、人
の心を動かしたり感動してもらえることがうれしかった、子どもたちを楽し
い気持ちにできた」など、言葉や様々な方法で表現し、その楽しさや喜びを
知ることができたと感じている学生がいた。 
(7)他者評価を受けとめる力、素直さ、柔軟性、判断力 
「指摘されたときに落ち込むのではなく、改善できるチャンスだと捉える
ことを学んだ」「他者評価にくやしかったり泣いたりしたり、どうしてよいか
分からなくなったが、教員も他学生も否定するために講評をしている訳では
なく、そのパートがよい方向で改善できるようなアドバイスであることに気
づいた」など、どの助言をどのように活かすのかという多数の意見を学生自
身で取捨選択しながら取り入れていくこと、一見すると批判的に聞こえてし
まうコメントを自分たちなりにどう受け止め、次への改善に結びつけるのか
という多面的な視点の育ちが見られた。 
(8)子ども理解や子どもの発達を理解する力 
「本番中に子どもたちの様子を見ることで、子どもたちが集中できる時間や、
どういうことに興味を示すのかなどを実感することができた」「子どもたちが
どの場面でどうおもしろさを感じるのかを実際に発表してみて分かった」「た
だ単純に出し物を披露するだけではなく、当日参加してくれる子どもたちの目
線で会場の飾りつけなどを行い、開演する前からワクワク感を演出することの
大切さを知った」「通路や段差、照明装置などに対する安全面での配慮も学ぶ
ことができた」など、子どもの視点に立ち考える力がついたと述べていた。 
(9)準備やパート活動を計画的に進めていく実行力 
「見通しを立てて行動すべきことを気づかされた」「キッズランドやキッズ
シアターの本番に間に合うように、何をどの程度進めないといけないかとい
う計画性がやりながら分かってきた」「すべての人が演じて、裏方や大道具、
小道具も担当しなければならないので、パート活動の際に進行状況のバラン
スを見ながら活動を進める必要があることを学んだ」など、複数のことを同
時進行で協力しながら計画的に進める力の必要性に気付く姿がうかがえた。 
(10)自分の考えや学びを言葉や文章でまとめ、伝える力 
 毎回の授業終了後に活動内容や身につけたことを文章に書き、リハーサル
では他者や自己評価を文章化したり、授業の節目で出される学びのレポート
の課題をすることにより、学んだことやできるようになったことを文章で記
述できるようになったり、学生全体の前で発表できるようになった。 
(11)仲間意識の醸成、協働性の習得 
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「相手の思いを汲み取る、その人の気持ちに寄りそう、相手の立場に立っ
て考える、他者のいいところを見つける」「思いを共有し、助け合う、人の支
えや協力、気の許せる仲間になった、気兼ねなく言える人間関係を築けた、
頼ったり、泣いたり、自分の思いをぶつけたり、本音を言えたり、パートの
居心地がよくなってきた、仲間で励まし合う力、みんなががんばっている姿
を見て触発された、チームワーク・団結力・絆が深まった」「パートリーダー
だけが動くのではなく、メンバーにお願いしたり役割を振ったりすることで
協力してパート活動を進めることが大事だと分かった」など、ほとんどの学
生が人との関係に関することを記述していた。これはパート活動を 1 年かけ
て行う中で、学生同士がお互いの思いや意見をぶつけ合ったり、他者評価を
どのように受け止めるかと心を揺り動かされる経験を通してパート内の結束
力・団結力が強くなり、仲間意識や協力して行動する力が身につくなどの育
ちが見られたと考える。机上の学びだけでは経験できないこの授業を通じて
の総合的な人間力の向上を促すことになったと言える。 
(12)自己の成長、責任感や忍耐力、達成感や自信をもつ 
1 年間の活動を通して学生は活動への見通しが持てず不安感をいだくこと
もあったが、それを上回るように「終わってしまうとまだまだやりたい」「笑
顔でがんばる、一生懸命がんばる、最後までやり遂げる・成し遂げる力、忍
耐力や粘り強さを身につけた」「人任せにせず、責任感を持つ」「感謝する気
持ちを知った」「達成感」「成長、自分と向き合う、自分が変わる、自分の可
能性が広がった、自分の殻を破ることができた、4 月とは明らかに違う自分
がある、自分に自信が持てるようになった」「保育士として必要な力を身につ
けた、保育現場で役立つと確信した、保育者の立場に立つこと、保育士同士
の連携の意味が分かった、保育者になりたい思いをより一層強くした」「これ
からも胸を張ってがんばれる、怒られたことも楽しかったこともすべていい
思い出、このような経験ができて本当によかった」とキッズランドやキッズ
シアターを 1 年間やってきてよかったと複数の学生が多数記述していた。こ
のような経験を乗り越えたからこそ感じられる人間性の成長とやり切った達
成感、自分に対して自信を持つ実感を多くの学生が持ったことが伺える。 
2) 教育方法上の特徴と学生の育つ力の関係 
 この授業を通して工夫した教育方法の特徴は 4 にまとめた 12 項目であり、
学生が 1 年間のキッズランドとキッズシアターの活動を通じて身につけた力
は 5 にまとめた 12 項目であるが、これらの関係性を示したのが図 1 である。
この中で、学生が 1 年間の取り組みの中で特に時間を費やした項目で、ほと
んどの学生が記述していたのが「(3)パート別にグループ活動をし、調べたり
話し合いながら内容を改善する」「(8)学生全体でリハーサルをし、他者評価
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しながら発表内容の水準を上げる」「(12)3 役・パートリーダーを中心に学生
全体で組織的に活動する」の 3 項目であり、学生が身につけた力のうち、学
生自身にその実感が強かったものが「①やる気や意欲、自主性・自発性・主
体性の育成」「②コミュニケーション力の育成」「⑤改善する力、思考力、問
題解決能力の育成」「⑦他者評価を受け止める力、素直さ、柔軟性、判断力」
「⑪仲間意識の醸成、協働性の習得」「⑫自己の成長、責任感や忍耐力、達成
感や自信を持つ」の 6 項目であった(図 1 に網掛けをしている項目)。パート
活動を通じて自主性や自発性を伴った行動や自己主張が以前よりもできるよ
うになったという実感を持った学生が多かった。また入学間もない 1 年生だ
けで子どもたちを楽しませる内容を作り上げ、実践・発表することの難しさ
を感じながらも、リハーサルを重ねる中で他者評価をどのように受け止める
べきか、何を次につないでいくべきかを学生同士で試行錯誤しながら学生た
ちは学んでいた。そのような中で、パート内や 1 年生全体で情報を共有する
ことの大切さ、判断力・責任感や忍耐力が身につき、グループや集団で協働
的に動けるようになったといえる。そしてキッズシアター発表当日の子ども
や保護者からの賞賛を受け、充実感や達成感、自己の成長を感じたり、自分
に自信を持つことにつながったといえる。1 年生だけで活動や発表を作り上
げることは難しいが、上下関係のない 1 年生のみの活動で、経験値も同じ同
学年同士だからこそ生じるフラットな人間関係の中で自己主張したり自分の
考えを伝える練習を時間をかけて少しずつできるようになるよさもあると思
われる。さらには、図 1 の網掛け以外の保育の専門知識の獲得とともに高ま
っていく項目は 2 年生の授業や演習、実習などを通じてさらに高めていく項
目である。この授業を通じて学生は、この項目を保育者が身につけるべき実
践力として今後も高めていくことを知る第一段階になったといえる。 
本授業を展開する上で工夫した教育方法の特徴 学生が身につけた力
(1)キッズシアターや類似の発表内容の参考例をビデオや実際に見る ①やる気や意欲、自主性・自発性・主体性の育成
(2)学生個人で子どもの遊びの活動や発表内容を調べ、発表する ②コミュニケーション力の育成
(3)パート別にグループ活動をし、調べたり話し合いながら内容を改善する ③児童文化財を選択・工夫・伝達する力
(4)授業の最初に全員で発声練習をする ④裏方の製作・準備をする知識・技能の習得
(5)子どもに適した児童文化財を適切に取り扱い、探したり表現する ⑤改善する力、思考力、問題解決能力の育成
(6)各パートで異なる表現方法の10～20分程度の発表内容を考える ⑥表現する楽しさを体感する、多様な表現力の育成
(7)遊び環境を準備したり、背景や小道具などの物づくりをする ⑦批評を受けとめる力、素直さ、柔軟性、判断力
(8)学生全体でリハーサルをし、他者評価しながら発表内容の水準を上げる ⑧子ども理解や子どもの発達を理解する力
(9)リハーサル終了後にパート別で学生個別が自評を行う ⑨準備やパート活動を計画的に進めていく実行力
(10)授業後や活動の節目に学びの過程をふり返りながら文章で記述する ⑩自分の考えや学びを言葉や文章でまとめ、伝える力
(11)子どもの発達を踏まえて活動や内容を工夫したり伝わりやすく改善する ⑪仲間意識の醸成、協働性の習得
(12)3役・パートリーダーを中心に学生全体で組織的に活動する ⑫自己の成長、責任感や忍耐力、達成感や自信を持つ
図１.本授業で取り入れた教育方法の特徴と学生が習得した力との関係性
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6．指導上の留意点と今後のカリキュラム上の課題  
 上記のように 2 年間をかけて授業プログラムを計画・実践してきたが、そ
の中で見えてきた指導上の難しさと次年度以降の改善点を以下に述べる。 
1)子ども理解を踏まえた題材の選定と活動内容の組み立て方 
・題材の選定や内容の組み立て方にあたり、発表をみてもらう参観者が不特
定多数で子どもの年齢や人数もバラバラであること、また事前に子どもの実
態が分かった上での発表ではないために計画が難しい部分がある。どのよう
にして子どもたちを楽しませるか、参加型の内容にできるかを学生と相談し
ながら発表内容を考えていくことが大切である。 
また、他大学では、2 学年が合同で行うような学年間のつながりを大切にし
た活動２）、4 年生の授業に取り入れ 4）保育者養成としての学びの集大成とし
て取り入れられている場合もある。本学の取り組みは入学間もない 1 年生の
みの活動であるため、学生だけで内容を考えていくことの困難さが大きい。
そのため、特に子どもの姿や発達過程、個人差をイメージして活動内容を考
えることの困難さが生じる。1 年の 9 月に 10 日間保育所実習に出かけている
が観察実習の経験のみであり、子どものリアルな姿や子どもの発達過程がイ
メージできにくい。この点をどのように補っていくかが課題である。 
2)他者評価と自己評価の方法 
・2 年間の取り組みの中で、教員や他学生からの他者評価と自分自身が活動
をどのように考えているのかという自己評価を取り入れた。特に他者評価に
ついて学生はどう受け止めて次への改善に結びつければよいかにとまどう姿
があった。例えば現在の A 案に思ってもみない評価をされると、すぐに B 案
や C 案と題材を変えたりするなど、題材やテーマ、登場人物を白紙に戻し、
新たな題材を探そうとすることもあった。これは、学生が 1 年生という保育
者の卵としての入り口であるため、当然起こりうる教材研究の不足や多面的
に物事を捉えようとする視点の狭さがあるためだと考えられる。そのため、
学生の自己評価を大切にし、その上で、他者評価の捉え方について視野を広
める助言・支援の方法を考える必要がある。 
3)授業内容の構成と教材の工夫 
・授業では、視聴覚教材を用いて過去のキッズシアターの映像を見せたり、
自分たちの活動を録画し見たりすることによって学生が自分で研究し改善点
や要点を気づけるように工夫した。しかし、単に映像を見るだけでは改善点
や要点に気付くようにならないため、上級生にアドバイスをもらう機会を増
やすなど、保育学科の 1 年生と 2 年生が交流し対話的な学びができるよう場
の確保や働きかけを行い、学生の主体的な自治的な力を高めることが課題で
ある。さらには、入学した 1 年生が保育内容演習ⅠⅡのイメージや見通しを
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もてるようにキッズランドやキッズシアターを経験した学生が活動の引継書
を作成するなどの授業の改善が必要である。 
・この授業は「保育内容演習Ⅰ」16 コマ、「保育内容演習Ⅱ」16 コマの年間
計 32 コマの授業であるが、この授業時間内のみでキッズランドとキッズシア
ターの活動を完結させることができなかった。学生も教員もよいものを作り
たいという熱意から時間外の活動が増えてしまいがちだが、学生の学びにと
って何が必要であるのか、発表内容や活動の改善・精選化は今後も検討して
いく必要がある。 
 
7．おわりに 
キッズランドとキッズシアターの活動は、計画や準備、練習などを積み重
ね、学生が自発的に考え行動する中で形にしていく取り組みである。実践や
発表を通して子どもたちの反応が学生本人に直接分かるため、学生にとって
気づきの多い学びになったと思われる。歌唱やクイズパートは、選曲や手遊
び・クイズ選定などの教材を見極める視点と、登場人物や状況などのストー
リー展開を創作する力が身につき、人形劇、パネルシアター、オペレッタ、
劇パートは子どもが楽しいと感じる題材選びや、絵本などの題材に基づく台
本作成や展開、表現方法などの視点が身についた。特に題材と表現方法のつ
ながりを考え、表現方法の観点からより効果的な題材を選ぶことを理解して
選択することが、2 年次の保育所や幼稚園での本実習で指導案を書き保育を
実践することにつながるといえる。またキッズシアターの活動は学生全員が
表舞台に出ると同時に裏方も経験すること、学生同士で協力・協働しながら
作り上げていくことで、保育者に必要な力をバランスよく身につけることが
できる活動である。特筆すべきことは、保育者養成の 1 年目の時期に 1 年間
をかけて学生が主体となって考えるアクティブ・ラーニングの授業を行うこ
とにより思考力・表現力・実践力を育成し、パートや学年全体での濃い人間
関係を積み重ねることにより総合的な人間力の向上を図る効果があることで
ある。これは他大学で行われている表現実践とは学生の育ちの面で異なると
いえる。例えば 1・2 年生が合同で取り組む活動の場合、2 年生がリーダーシ
ップをとり、1 年生がフォロアーになりがちであるが、本学の活動は 1 年生
がリーダーシップもフォロアーシップもとりながらグループや集団として成
長する活動であることが特徴である。また卒業時の 4 年生や 2 年生で行う保
育者養成の集大成としての発表ではなく、1 年生が活動に取り組む中で保育
者としてのスタートを切り、保育の視点を深めていく保育者としての学びの
前進の過程であることも特徴である。1 年生のみの学生集団で主体的に活動
する本授業での学びは、卒業後、保育者として仕事をしていくためのたくま
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しさや気持ちの育ちなどの人間的基礎力を育成する機会になる。次年度以降
の「保育内容演習Ⅰ・Ⅱ」の授業に向けても 2 年間の成果と課題を踏まえつ
つ、学生にとってよりよい活動になるように授業の改善を図っていきたい。 
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